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(57)【要約】
【課題】呼び流体がフィルター又はフィルターエレメン
トの清浄流体側を汚染するのを防止するバルブ部材を内
蔵する、フィルター及びフィルターエレメントを提供す
る。
【解決手段】フィルターは、交換可能なフィルターエレ
メントを内蔵するか、又はそれ自体が交換可能であって
もよい。バルブ部材は、好ましくは、フィルターエレメ
ントの一方の端部キャップに取り付けられたグロメット
の環状フランジとして形成される。環状フランジは密封
状に端部キャップと係合し、弛緩状態では清浄流体流出
口を塞ぎ、変形状態では清浄流体流出口を開放する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管環状のフィルター媒体と；
　前記管環状のフィルター媒体の端部に密封状に固定された内部面と前記管環状のフィル
ター媒体から離れる方向を向く外部面とを有する端部キャップであって、前記端部キャッ
プを貫通して前記内部面と前記外部面とを流体的に連通する流体口を含む端部キャップと
；
　前記流体口を跨いで延在するバルブ部材であって、弛緩状態では前記端部キャップの一
方の面と密封状に相互作用することにより前記流体口を密封状に塞ぎ、変形状態では前記
流体口を開放し、前記変形状態は前記弛緩状態とは異なる、バルブ部材とを備える；　

　フィルターエレメント。
【請求項２】
　前記バルブ部材は環状フランジを含み、前記環状フランジは前記流体口を半径方向に跨
いで延在し、前記弛緩状態では前記流体口を塞ぎ、前記流体口から軸方向又は半径方向の
いずれかにオフセットすることにより前記変形状態では前記流体口を開放する、
　請求項１に記載のフィルターエレメント。
【請求項３】
　支持部材を更に含み、前記環状フランジは前記支持部材と前記端部キャップの前記外部
面との間に延在し、前記端部キャップの前記外部面と前記環状フランジと前記支持部材と
の間に緩衝域を形成する、
　請求項２に記載のフィルターエレメント。
【請求項４】
　前記環状フランジは前記端部キャップから軸方向に離れた方向を向く外側面を有し、前
記外側面がフィルターヘッドの外側部分との係合に曝される、
　請求項３に記載のフィルターエレメント。
【請求項５】
　前記緩衝域の断面積は前記変形状態より前記弛緩状態の方が大きい、
　請求項３に記載のフィルターエレメント。
【請求項６】
　前記環状フランジ及び前記支持部材は単体のグロメットとして一体的に成形され、前記
グロメットは前記端部キャップの別の流れ口に取り付けられる、
　請求項４に記載のフィルターエレメント。
【請求項７】
　前記支持部材は中心軸を取り囲む略環状壁を含み、前記環状フランジは前記環状壁と同
軸であり、前記環状壁から前記端部キャップの前記外部面に向かって軸方向に延在し、前
記環状フランジは前記環状壁から半径方向外側に延在し、前記環状壁は中央流路を形成し
、前記環状壁は半径方向外表面及び内表面を含み、前記環状フランジは前記外表面から半
径方向に延在し、前記内表面は前記中央流路を仕切り、前記環状壁は半径方向で前記外表
面と前記内表面との間に配置される少なくとも１つのオフセット流路を更に形成する、
　請求項６に記載のフィルターエレメント。
【請求項８】
　清浄流体口及び汚濁流体口と、バルブアクチュエータとを有するフィルター基部と；
　前記フィルター基部に取り外し可能に取り付けられたフィルターであって：
　　汚濁流体流入口及び清浄流体流出口を形成するカバーであって、前記フィルターが前
記フィルター基部に取り付けられたときに、前記汚濁流体流入口は前記汚濁流体口に流体
的に連通し、前記清浄流体流出口は前記清浄流体口に流体的に連通するカバーと；
　　前記カバーに結合された管環状のフィルター媒体と；
　　前記カバーに結合されたバルブ部材であって、前記フィルターが前記フィルター基部
から取り外されたときに、前記バルブ部材が前記清浄流体流出口を跨いで延在することに
よって、前記清浄流体流出口を塞ぐ弛緩状態と、前記フィルターが前記フィルター基部に
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取り付けられたときに、前記バルブ部材が前記清浄流体流出口を解放する変形状態とを有
し、前記バルブアクチュエータは、前記フィルターが前記フィルター基部に取り付けられ
たときに、前記バルブ部材を前記変形状態に変形させる、バルブ部材と；を有するフィル
ターとを備える；　

　フィルターアセンブリ。
【請求項９】
　前記バルブ部材は、前記弛緩状態で前記流体流出口を閉じ前記変形状態で前記流体流出
口を開く環状フランジを含み、前記環状フランジは、前記カバーから軸方向に離れて前記
フィルター基部に向かって対面する外側面を有し、前記バルブアクチュエータは、前記フ
ィルターが前記フィルター基部に取り付けられたときに、前記環状フランジの前記外側面
に係合して前記環状フランジを変形する、
　請求項８に記載のフィルターアセンブリ。
【請求項１０】
　前記フィルターは支持部材を更に含み、前記環状フランジは前記支持部材と前記カバー
の外部面との間に延在し、前記カバーの前記外部面と、前記環状フランジと、前記支持部
材との間に空間を形成する、
　請求項９に記載のフィルターアセンブリ。
【請求項１１】
　前記バルブアクチュエータは前記汚濁流体流入口を実質的に取り囲むハブであり、前記
ハブの軸端は、前記フィルターが前記フィルター基部に取り付けられる際に、前記環状フ
ランジの前記外側面と係合し、前記バルブ部材と前記バルブアクチュエータとの係合は、
前記汚濁流体口から前記清浄流体口を隔てる密封をもたらす、
　請求項１０に記載のフィルターアセンブリ。
【請求項１２】
　前記支持部材及び前記環状フランジはグロメットとして単体構造に一体成形され、前記
グロメットは前記カバーの中央開口に密封状に取り付けられ、前記支持部材は中心軸を取
り囲む略環状壁を含み、前記環状フランジは、前記環状壁と同軸であり、前記環状壁から
半径方向外側に延在し、前記環状壁から前記カバーに向かって軸方向に延在する、
　請求項１０に記載のフィルターアセンブリ。
【請求項１３】
　前記カバーは前記管環状のフィルター媒体の一端に密封状に接合された端部キャップの
形状であり、前記フィルターは前記フィルター媒体を収納する内部空間を形成するハウジ
ングを更に含む、
　請求項１０に記載のフィルターアセンブリ。
【請求項１４】
　フィルターをフィルター基部に取り付ける方法であって：
　前記フィルターに事前注入をするステップであって：
　　前記フィルターエレメントの汚濁流体口に、呼び流体を注ぎ込むステップと；
　　前記呼び流体を注ぎ込むステップと同時に、前記呼び流体が前記フィルターエレメン
トの清浄流体口を通過するのを防止するステップとを有するフィルターに事前注入をする
ステップと；
　前記フィルター基部に前記フィルターを取り付けるステップであって：
　　前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと；
　　前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと同時に、前記清浄流体流
路を開くステップとを有する前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと
を備える；
　フィルターをフィルター基部に取り付ける方法。
【請求項１５】
　前記呼び流体が前記フィルターエレメントの清浄流体口を通過するのを防止するステッ
プは、バルブ部材で前記清浄流体口を閉じるステップを含み、前記清浄流体流路を開くス
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テップは、フィルター基部のバルブアクチュエータによって前記バルブ部材を変形するス
テップを含む、
　請求項１４に記載のフィルターをフィルター基部に取り付ける方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概ね流体濾過に関し、より詳細には、流体濾過用フィルターアセンブリ及び
フィルターアセンブリと共に使用するフィルター、ならびにフィルター基部にフィルター
を取り付ける方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィルターは濾過システムに使用され、燃料や潤滑油等の流体がエンジンや変速機等の
下流システムで使用される前に、流体から不純物を除去する。交換式フィルターの使用に
より、流体から不純物を集めて取り除くフィルター媒体が使用済みになった場合、濾過シ
ステム全体の交換よりも比較的安価で取り外し容易な消耗部品をユーザーが交換すること
が可能となる。
【０００３】
　いくつかの事例では、フィルターに、濾過される流体と同じ流体で事前に充填つまり「
事前注入」（流体が水の場合の「呼び水」に相当）をして流体濾過システム内の大量の空
気ポケットを防いで流体供給先である下流システムの誤動作や機能不全を防止することが
望ましい。フィルターの事前注入に使用するこの流体を「呼び流体」と称することがある
。
【０００４】
　事前注入は通常、フィルターの汚濁流体流入口を介して何らかの流体をフィルターに注
ぐことにより行われる。事前注入の間、僅かな呼び流体もフィルター媒体の下流すなわち
フィルター媒体の清浄流体側に到達させないようにすることが有益である。そうすれば、
呼び流体は、下流システムに送られて使用される前に濾過される。このことにより、呼び
流体に含まれているかもしれない汚染物質や不純物がフィルター媒体を迂回し、ひいては
下流システムに入ることを防げる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、多くのフィルターは清浄流体流出口付近に汚濁流体流入口を含み、汚濁
流体流入口を介してフィルターに事前注入をしようと試みると、最終的には呼び流体が清
浄流体流出口（すなわちフィルター媒体の下流、従って清浄側）に入ってしまう結果とな
る。従って、これらの不純物は、好ましくないが、流体を使用する下流システムまで最終
的には移動してしまう。
【０００６】
　本発明は、新しいフィルター及び、特には交換フィルターに事前注入を行う際に、汚濁
流体や呼び流体が誤った流体口に入ることによってフィルター媒体を迂回するのを防止す
るフィルター及びフィルターアセンブリの改良に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、独立及び個別に、又は他の態様と組み合わせて権利を要求し特許を受けられ
る幾つかの態様又は実施の形態を有し、それらに限定しないが以下の内容を含む。
【０００８】
　一態様において、本発明は、フィルターをフィルター基部に取り付ける前にフィルター
に事前注入をする間、呼び流体がフィルターの清浄流体側を汚染するのを防止するバルブ
部材を提供する。
【０００９】



(5) JP 2010-501 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

　このバルブ部材機構の実装におけるフィルターエレメントの一実施形態は、管環状（管
状かつ環状）のフィルター媒体と、端部キャップと、バルブ部材とを含んでいる。端部キ
ャップは、管環状のフィルター媒体の端部に密封状に固定された内部面を有している。端
部キャップは、また、管環状のフィルター媒体から離れる方向を向く外部面を有している
。端部キャップは更に、端部キャップを貫通して内部面と外部面とを流体的に連通する流
体口を含んでいる。バルブ部材は、流体口を跨いで延在し、弛緩状態では端部キャップの
一方の面と密封状に相互作用することにより流体口を密封状に塞ぐ。バルブ部材は、変形
状態では流体口を開放する。変形状態は、弛緩状態とは異なる。
【００１０】
　別の態様において、本発明の一実施形態は、フィルター基部と、フィルター基部に取り
外し可能に取り付けられたフィルターとを含むフィルターアセンブリを提供する。フィル
ター基部は、清浄流体口及び汚濁流体口と、バルブアクチュエータとを備えている。フィ
ルターは、カバーと、管環状のフィルター媒体と、バルブ部材とを備えている。カバーは
、汚濁流体流入口及び清浄流体流出口を形成する。フィルターがフィルター基部に取り付
けられたときに、汚濁流体流入口は汚濁流体口に流体的に連通し、清浄流体流出口は清浄
流体口に流体的に連通する。管環状のフィルター媒体は、カバーに結合され、汚濁流体流
入口と清浄流体流出口との間に挿入されている。バルブ部材は、カバーに結合されている
。バルブ部材は、フィルターがフィルター基部から取り外されたときに、バルブ部材が清
浄流体流出口を跨いで延在することによって、清浄流体流出口を塞ぐ弛緩状態を有してい
る。バルブ部材は、フィルターがフィルター基部に取り付けられたときに、バルブ部材が
清浄流体流出口を解放する変形状態を有している。バルブアクチュエータは、フィルター
がフィルター基部に取り付けられたときに、バルブ部材を変形状態に変形させる。
【００１１】
　更に別の態様において、本発明の一実施形態はバルブ部材を含むグロメット（ガスケッ
トのような環状部材）を提供する。より詳細には、グロメットは同軸の内表面及び外表面
を有する環状支持体を含む。変形可能な環状フランジは、上記内表面及び外表面と同軸か
つ、外表面から半径方向に延在する。環状フランジ及び支持体は、それらの間に環状の流
体路を形成する。環状フランジは、外表面に向かって半径方向に変形可能である。半径方
向上の内表面と外表面の間の環状体に、少なくとも１つの入口が形成される。
【００１２】
　更なる態様において、本発明の一実施形態は、フィルターをフィルター基部に取り付け
る方法を提供する。その方法は、フィルターに事前注入をするステップと、フィルター基
部にフィルターを取り付けるステップとを含んでいる。フィルターに事前注入をするステ
ップは、フィルターエレメントの汚濁流体流入口に、呼び流体を注ぎ込むステップと；呼
び流体を注ぎ込むステップと同時に、呼び流体がフィルターエレメントの清浄流体流出口
を通過するのを防止するステップと含んでいる。フィルター基部にフィルターを取り付け
るステップは、フィルター基部にフィルターを接続するステップと；フィルター基部にフ
ィルターを接続するステップと同時に、清浄流体流路を開くステップとを含んでいる。
【００１３】
　本発明の他の実施の形態は、以下の詳細な説明及び添付図面からより明らかとなるだろ
う。
【００１４】
　本明細書の中に組み込まれかつその一部を形成する添付図面は、本発明のいくつかの側
面を例示し、その説明と共に、本発明の原理を説明するように機能する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の教示に従うフィルターアセンブリの断面図である。
【図２】図１のフィルターアセンブリのフィルターの、フィルターのバルブ部材を閉じた
状態で、フィルターアセンブリのフィルター基部から取り外されたものの部分断面図であ
る。
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【図３】図２のフィルターのグロメットの断面図であり、グロメットは弛緩状態にある。
【図４】図１のフィルターアセンブリのフィルターの、フィルターのバルブ部材を開放し
た状態でフィルターアセンブリのフィルター基部に取り付けられたものの部分断面図であ
る。
【図５】図４のフィルターのグロメットの断面図であり、グロメットは変形状態ある。
【図６】図１のフィルターアセンブリのフィルターの事前注入を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明を特定の好適な実施の形態と併せて説明するが、これらの実施の形態に限定する
ものではない。逆に、添付の特許請求の範囲により定義されるように、本発明の精神及び
範囲により、すべての代替、改変、及び均等物を含めるよう意図する。
【００１７】
　図１は、本発明の教示に従うフィルターアセンブリ１００の実施形態を示す。フィルタ
ーアセンブリ１００は、全体としてフィルター基部１０２及びフィルター１０４を含んで
いる。フィルター１０４はフィルター基部１０２に接続し、フィルターアセンブリ１００
を通過する汚濁流体１０６から不純物を濾過する機能を果たしている。
【００１８】
　汚濁流体１０６は、エンジン等のシステム又は燃料タンク等の貯蔵タンク（どちらも不
図示）から、フィルター基部１０２の汚濁流体取入口１０８を介してフィルターアセンブ
リ１００に入る。フィルター基部１０２に入り、通過後、汚濁流体はフィルター１０４を
通過し、浄化される。清浄流体（矢印１１１として示す）は、その後フィルター基部１０
２の洗浄流体口１１０を介してフィルターアセンブリ１００から出て、清浄流体１１１を
使用するシステムに流入する。
【００１９】
　図１のフィルター１０４は、環状の側壁１１５と、交換式フィルターエレメント１１８
を格納する内部空間１１６を形成する端壁１１７とを有する外側ハウジング１１４を含む
。フィルターエレメント１１８は、矢印１２２で示すように、汚濁流体１０６が通過する
際に不純物を分離する管環状フィルター媒体１２０を含む。
【００２０】
　上端部キャップ１２４の形態のカバーは、ハウジング１１４の開放端に密封状に接続さ
れる。上端部キャップ１２４は、さらに管環状フィルター媒体１２０の上端部１２６に密
封状に接続される。図示したフィルター媒体１２０は、一対の同心環状フィルター媒体の
組合せである。しかしながら、おおよそ環状フィルター媒体が用いられる。この密封状の
接続は、一般的に、上端部キャップ１２４の内面１２５と環状フィルター媒体１２０の上
端部１２６との間に形成され、その間の流体のバイパスを防止する。流体のバイパスを防
止することにより、汚濁流体１０６はフィルター媒体１２０を強制的に通過させられ、汚
濁流体１０６がフィルター媒体を迂回することを回避する。
【００２１】
　上端部キャップ１２４と環状フィルター媒体１２０との間の密封接続は、任意の公知の
接続により提供されてもよい。ほんの一例として、上端部キャップ１２４は環状フィルタ
ー媒体１２０に貼り付けられてもよく、環状フィルター媒体１２０は上端部キャップ１２
４に超音波溶接されてもよく、環状フィルター媒体１２０は上端部キャップ１２４内に埋
め込まれてもよく、又は密封接続を提供する他の任意の方法を実行してもよい。
【００２２】
　環状フィルター媒体１２０の底端部１２８は、底端部キャップ１３０に密封状に接続さ
れている。底端部１２８と底端部キャップ１３０とは、上端部キャップ１２４及び上端部
１２６と同様に、又は異なるように、密封状に接続されてもよい。
【００２３】
　本発明の底端部キャップ１３０は水分分離装置を含んでおり、該水分分離装置は円錐分
離器１３２の形態で示されて、汚濁流体１０６がフィルター媒体１２０を通過する前に汚
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濁流体１０６から水分を分離する。矢印１３４として示す分離された水は、底端部キャッ
プ１３０とハウジング１１４の底部端壁１１７との間の貯留室１３６に保持することがで
き、そこからひいてはフィルターアセンブリ１００から水１３４が最終的に完全に排出さ
れてもよい。ある実施の形態では、水は、燃料タンクと燃料ポンプ（不図示）を通過した
後の汚濁流体との圧力差によって燃料タンクに引き戻される。
【００２４】
　フィルターアセンブリ１００は、管環状フィルター媒体１２０の内部空間１４２内に配
置された中央管１４０を更に含む。中央管１４０は、外側流体流路１４４及び内側流体流
路１４６を形成し、これらはフィルター媒体１２０の上端部１２６及び底端部１２８間で
、分離された汚濁流体１０６及び分離された水１３４の流体の流れを導く。
【００２５】
　外側の流体流路１４４は、フィルター媒体１２０の内部空間１４２を通って円錐分離器
１３２に至る汚濁流体１０６の流路を提供する一方で、内側の流体流路１４６は、分離さ
れた水１３４をフィルター１０４から最終的にフィルター基部１０２の外へ排出させる流
路を提供する。外側の流体流路１４４及び内側の流体流路１４６は、中央管１４０の環状
壁１４７によって隔てられる。
【００２６】
　更に、清浄流体空間１４８は、中央管１４０の外壁１５０と環状フィルター媒体１２０
の内側１５２（つまり清浄側）との間に形成される。中央管１４０の外壁１５０は、汚濁
流体１０６が流れる外側の流体流路１４４と清浄流体空間１４８とを隔てて、汚濁流体１
０６と清浄流体１１１との混入を防止する。　
【００２７】
　上端部キャップ１２４は、清浄流体空間１４８とフィルター１０４の外部、そして最終
的にはフィルター基部１０２の清浄流体口１１０に連通する清浄流体流出口１５４を更に
形成する。図示するように、清浄流体流出口１５４は、上端部キャップ１２４を軸方向に
貫通する複数の開口の形態を採っている。
【００２８】
　フィルター１０４は、上端部キャップ１２４を軸方向に貫通して形成された別の開口に
密封状に取り付けられた変形可能なグロメット（ガスケットのような環状部材）１６０を
更に含む。開口は、内壁１５６によって形成される。上端部キャップ１２４は、好ましく
はプラスチック又は金属材料で形成される。グロメット１６０は、好ましくは、金属やプ
ラスチックに対して良好な密封特性を有する軟質ゴム又はゴム状材料で形成される。図示
の実施形態では、グロメット１６０及び上端部キャップ１２４は、異なる材料で形成され
る。
【００２９】
　グロメット１６０は、図示の実施形態において、幾つかの機能を有する。
【００３０】
　グロメット１６０は、フィルター１０４をフィルター基部１０２から取り外す際、特に
フィルター１０４に事前注入をする間、不純物がフィルター１０４の清浄流体流出口１５
４に入るのを防ぐバルブ部材となる。しかしながら、グロメット１６０はバルブ部材とし
て作動するので、フィルター基部１０２に取り付けられる場合、清浄流体１１１をフィル
ター１０４から出すことができるように変形させることができる。
【００３１】
　また、グロメット１６０は、中央管１４０の外側及び内側の流体流路１４４、１４６を
フィルター基部１０２の対応する流路と接続し、汚濁流体１０６をフィルター１０４に入
れるとともに、分離された水分１３４をフィルター１０４から取り除く。更に、グロメッ
ト１６０は、フィルター基部１０２とフィルター１０４との間を流体の流れ１０６、１１
１が通過する際に、清浄流体１１１から汚濁流体１０６を分離する。本発明の他の実施形
態は、これらの機能を多かれ少なかれ発揮するグロメットを有してもよい。
【００３２】
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　図２に示すように、フィルター１０４はフィルター基部１０２から取り外され、グロメ
ット１６０をその弛緩位置に示す。本明細書で使用する用語「弛緩位置」、「弛緩状態」
（ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ）又は「弛緩状態」（ｓｔａｔｅ）は同義語であり、全て同一状態
に言及する。グロメット１６０は、環状フランジ１６２の形状のバルブ部材を含み、弛緩
位置では清浄流体流出口１５４を塞ぐ。
【００３３】
　図３を更に参照すると、フィルター１０４の残りの部分及びフィルターエレメント１１
８から取り外されたグロメット１６０が示され、環状フランジ１６２は、グロメット１６
０の支持壁１６６の外表面１６４から延在している。弛緩状態では、環状フランジ１６２
は、外表面１６４から半径方向外側に延在し、上端部キャップ１２４の外部面１６８に向
かって軸方向に延在し、それと密封係合する。より詳細には、環状フランジ１６２の遠位
端１７０は、上端部キャップ１２４の外部面１６８と軸方向に当接する。
【００３４】
　環状フランジ１６２は、遠位端１７０付近の厚さに対して支持壁１６６への取付部付近
がより厚い基部を有するテーパ付き断面を有する。しかしながら、他の実施形態では、環
状フランジの断面厚は略一定であってもよい。
【００３５】
　環状フランジ１６２及び支持壁１６６の外表面１６４は、それらの間に緩衝ギャップ１
７１を形成する。緩衝ギャップ１７１は、弛緩状態から、清浄流体流出口１５４を開放す
る変形状態（図４及び図５参照）への環状フランジ１６２の変形を容易にする。本明細書
で使用する用語「変形状態」（ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ）、「変形状態」（ｓｔａｔｅ）及び
「変形位置」は同義語であり、全て同一状態に言及する。
【００３６】
　支持壁１６６は、中央流路１７４を形成する環状の内表面１７２を更に含む。この中央
流路１７４は、中央管１４０の内側の流路１４６と流体的に連通する。この中央流路１７
４は、また、筒状短柱１７６を受容し、筒状短柱１７６の中央通路１７８と中央管１４０
の内側の流路１４６とを流体的に連通する。
【００３７】
　グロメット１６０は、好ましくはゴム又は同様の材料で形成されており、たとえ短柱１
７６がグロメット１６０の中央流路１７４と完全に整列していなくても、フィルター１０
４がフィルター基部１０２に取り付けられ（図１及び図２参照）、その間で良好な密封を
維持する時には、グロメット１６０は撓んで、つまり変形して短柱１７６を受容すること
ができる。このように、流体は、フィルター１０４から、具体的には内側の流路１４６か
らフィルター基部１０２へ、汚濁流体又は清浄流体の流れ１０６、１１１のようなフィル
ター１０４とフィルター基部１０２との間の他の流体の流れを汚染せずに搬送されること
ができる。
【００３８】
　グロメット１６０は、複数の流体路１８０の形態で示された、支持壁１６６を軸方向に
貫通して延びる汚濁流体流路を更に含む。流体路１８０は、半径方向上で支持壁１６６の
内表面１７２及び外表面１６４間に形成される。グロメット１６０がフィルター１０４に
取り付けられると、流体流れ路１８０は、汚濁流体１０６がフィルター１０４内を移動す
る中央管１４０の外側の流路１４４とフィルター基部１０２の汚濁流体口１０８との間の
つなぎ役となる。
【００３９】
　グロメットの外表面１６４は、外壁１５０の内側の表面と係合する。グロメット１６０
は、更に内壁１４７の外側の表面と係合する。内壁１４７の軸端は、端部１８５（端部１
８５を識別して参照するために図３参照）に形成される環状スロットに軸方向に受容され
る。
【００４０】
　支持壁１６６は、グロメット１６０の軸端１８３を形成する環状ハブつまり環状ボスを



(9) JP 2010-501 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

形成する延長部１８２を含む。延長部１８２付近の支持壁１６６の外表面１６４の一部は
、半径方向にテーパを有し、フィルター１０４がフィルター基部１０２に取り付けられる
際に、フィルター基部１０２のバルブアクチュエータ１８６が着座するカム面を提供する
。環状フランジ１６２の基部は、軸方向で延長部１８２と反対側のグロメット１６０端部
１８５との間で、支持壁１６６に接続する。
【００４１】
　支持壁１６６は、延長部１８２の基部から半径方向内側に移っていく段差領域１８４を
含む。中央通路１７８用及び流体路１８０用の開口は、段差領域１８４に形成されている
。
【００４２】
　図４は、フィルター基部１０２のバルブアクチュエータ１８６と係合する環状フランジ
１６２の概略図である。バルブアクチュエータ１８６は環状フランジ１６２と係合し、環
状フランジ１６２を変形させて、清浄流体流出口１５４を開放する。より詳細には、バル
ブアクチュエータ１８６は、環状フランジ１６２の外側面１８８を上端部キャップ１２４
に向かって軸方向に押圧する。バルブアクチュエータ１８６は、環状フランジ１６２を折
り曲げて、環状フランジ１６２と支持壁１６６の外表面１６４との間に形成された緩衝ギ
ャップ１７１内に押し込める。
【００４３】
　環状フランジ１６２を折り曲げることにより、環状フランジ１６２、具体的にはその遠
位端１７０は、半径方向内側に支持壁１６６に向かって引き込まれ、それにより清浄流体
流出口１５４は露出つまり開放される。
【００４４】
　図示の実施形態では、環状フランジ１６２の外側面１８８は弛緩状態では略平面状にな
る。変形状態では、外側面１８８は略円弧状になる。バルブアクチュエータ１８６による
環状フランジ１６２の変形により、環状フランジ１６２の曲率半径は減少する、すなわち
無限大から有限値となる。
【００４５】
　図示するように、バルブアクチュエータ１８６は、環状フランジ１６２の外側面１８８
に係合する環状壁１８９を含む。フィルター１０４がフィルター基部１０２に取り付けら
れる際、環状壁１８９は軸方向延長部１８２を取り囲み、グロメット１６０と密封状に係
合する。環状壁１８９及びグロメット１６０は、汚濁流体１０６がフィルター１０４に入
る際に、清浄流体流出口１５４を出る清浄流体１１１を、流体路１８０に入る汚濁流体１
０６から分離する。
【００４６】
　環状壁１８９は、フィルター１０４をフィルター基部１０２に取り付ける間に、グロメ
ット１６０がバルブアクチュエータ１８６と整列するのを補助するテーパ付自由端１９１
を含む。テーパ付自由端１９１は、フィルター１０４をフィルター基部１０２に取り付け
る間に、グロメット１６０の外表面１６４、詳しくは延長部１８２付近の一部と協働する
対応カム面のような働きをする。
【００４７】
　図６を参照すると、環状フランジ１６２は、フィルター１０４をフィルター基部１０２
に取り付ける前にフィルター１０４に事前注入をする間に、呼び流体１９０が清浄流体流
出口１５４に入るのを防止する際の補助をする。事前注入をする間、延長部１８２は、フ
ィルター１０４に呼び流体１９０を注ぐ漏斗の役割を更に果たす。呼び流体１９０が延長
部１８２に注ぎ込まれる際に、環状フランジ１６２は弛緩状態になり、清浄流体流出口１
５４上を延在して覆い、こぼれた呼び流体１９２が清浄流体流出口１５４を介して清浄流
体空間１４８内に僅かでも流れ込むのを防止する。
【００４８】
　図示の実施形態では、環状フランジ１６２が弛緩状態にある場合、上端部キャップ１２
４及びグロメット１６０は両者の間に窪み１９３を形成する。こぼれた呼び流体１９２は
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、事前注入が完了するまで窪み１９３に貯えられる。環状フランジ１６２は、シールする
ように上端部キャップ１２４と係合することにより、こぼれた呼び流体１９２が清浄流体
流出口１５４を通過して、環状のフィルター媒体１２０の清浄側、具体的には清浄流体空
間１４８を汚染するのを防止する。事前注入が完了すると、ユーザーはこぼれた呼び流体
１９２を窪み１９３から流すか、さもなければ布巾や他の吸着材料の使用等により、流体
を窪み１９３から除去することができる。
【００４９】
　言うまでもなく、呼び流体１９０が外側及び内側の流体流路１４４、１４６を通過する
につれて、呼び流体１９０はフィルター１０４を充たす。呼び流体１９０がフィルター１
０４を充たす際に、呼び流体はフィルター媒体１２０を通過して、清浄流体１１１として
図示されたように浄化される。
【００５０】
　こぼれた呼び流体１９２が窪み１９３から取り除かれて、図１に示すように、フィルタ
ー１０４はフィルター基部１０２に取り付けられることができる。
【００５１】
　フィルター１０４をフィルター基部１０２に取り付ける際に、フィルター基部１０２の
バルブアクチュエータ１８６は、環状フランジ１６２を変形させて清浄流体流出口１５４
を開放し、フィルター基部１０２の清浄流体口１１０と清浄流体流出口１５４とを流体的
に連通する。こうして、フィルター媒体１２０を通過した清浄流体は、次にフィルター基
部１０２を通過して、更に下流システムの使用に供される。
【００５２】
　なお、環状フランジ１６２は、フィルター１０４を事前注入した後に取り付ける間、流
体が清浄流体流出口１５４からこぼれ出るのを防止する。同様に、環状フランジ１６２は
、フィルターエレメント１１８が使用済となってフィルター１０４を取り外す際に、流体
が清浄流体流出口１５４から出るのを防止する。
【００５３】
　図示の実施形態では、再利用可能なハウジング１１４及び交換可能なフィルターエレメ
ント１１８を組み込むようにしている一方で、他の実施形態では、ハウジング１１４及び
フィルターエレメント１１８全体を交換するような、まるまる交換可能なフィルターを組
み込むようにしてもよい。更に、本実施形態は、支持壁１６６から半径方向外側に延在す
る環状フランジ１６２を使用しているが、環状フランジが、支持壁が環状フランジを取り
囲むように半径方向内側に延在するように構成されていてもよい。そのような実施形態で
は、環状フランジはフィルター基部１０２のバルブアクチュエータにより半径方向外側に
変形される。更に、グロメット１６０は複数のポートを含む必要はない。他の実施形態に
おいて、環状フランジは、端部キャップつまりカバーの外部面の一部として形成される支
持壁に取り付けられることもできる。
【００５４】
　本明細書で使用する用語「フィルター」は、ほんの一例として、フィルター媒体１２０
、端部キャップ１２４、１３０及びバルブ部材（すなわちグロメット１６０）を含むフィ
ルターエレメント１１８だけを包含するのに相応しい広さの定義で解釈される。あるいは
、「フィルター」はフィルターエレメント１１８及びハウジング１１４の組合せであって
もよい。
【００５５】
　本明細書中で引用する公報、特許出願及び特許を含むすべての文献は、各文献を個々に
具体的に示し、参照して組み込んだのと同様に、また、その開示内容のすべて記載されて
いるのと同様に、ここで参照して組み込まれる。
【００５６】
　本発明の説明に関連して（特に特許請求の範囲に関連して）用いられる名詞及び同様な
指示語の使用は、本明細書中で特に指摘したり、明らかに文脈と矛盾したりしない限り、
単数及び複数の両方に及ぶものと解釈される。語句「備える」、「有する」、「含む」及



(11) JP 2010-501 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

び「包含する」は、特に断りのない限り、オープンエンドターム（すなわち「～を含むが
限らない」という意味）として解釈される。本明細書中の数値範囲の記載は、本明細書中
で特に指摘しない限り、単にその範囲内に該当する各値を個々に言及するための略記法と
しての役割を果たすことだけを意図しており、各値は、本明細書中で個々に記載されてい
るのと同様に、明細書に組み込まれる。本明細書中で説明されるすべての方法は、本明細
書中で特に指摘したり、明らかに文脈と矛盾したりしない限り、あらゆる適切な順番で行
うことができる。本明細書中で使用するあらゆる例又は例示的な言い回し（例えば「など
」）は、特に主張しない限り、単に本発明をよりよく説明することだけを意図し、本発明
の範囲に対する制限を設けるものではない。明細書中の如何なる言い回しも、請求項に記
載されていない要素を、本発明の実施に不可欠であるものとして示すものとは解釈されな
いものとする。
【００５７】
　本明細書中では、発明を実施するため本発明者が知っている最良の形態を含め、本発明
の好ましい実施の形態について説明している。当業者にとっては、上記説明を読んだ上で
、これらの好ましい実施の形態の変形が明らかとなろう。本発明者は、熟練者が適宜この
ような変形を適用することを期待しており、本明細書中で具体的に説明される以外の方法
で発明が実施されることを予定している。従って本発明は、準拠法で許されているように
、本明細書に添付された特許請求の範囲に記載の内容の修正及び均等物をすべて含む。更
に、本明細書中で特に指摘したり、明らかに文脈と矛盾したりしない限り、好ましい実施
の形態で考えられるすべての変形における上記要素のいずれの組合せも本発明に包含され
る。
【００５８】
１．　第１の態様のフィルターエレメントは；
　管環状のフィルター媒体と；
　前記管環状のフィルター媒体の端部に密封状に固定された内部面と前記管環状のフィル
ター媒体から離れる方向を向く外部面とを有する端部キャップであって、前記端部キャッ
プを貫通して前記内部面と前記外部面とを流体的に連通する流体口を含む端部キャップと
；
　前記流体口を跨いで延在するバルブ部材であって、弛緩状態では前記端部キャップの一
方の面と密封状に相互作用することにより前記流体口を密封状に塞ぎ、変形状態では前記
流体口を開放し、前記変形状態は前記弛緩状態とは異なる、バルブ部材とを備える。
２．　第２の態様のフィルターエレメントは、上記第１の態様において、前記バルブ部材
は環状フランジを含み、前記環状フランジは前記流体口を半径方向に跨いで延在し、前記
弛緩状態では前記流体口を塞ぎ、前記流体口から軸方向又は半径方向のいずれかにオフセ
ットすることにより前記変形状態では前記流体口を開放する。
３．　第３の態様のフィルターエレメントは、上記第２の態様において、支持部材を更に
含み、前記環状フランジは前記支持部材と前記端部キャップの前記外部面との間に延在し
、前記端部キャップの前記外部面と前記環状フランジと前記支持部材との間に緩衝域を形
成する。
４．　第４の態様のフィルターエレメントは、上記第３の態様において、前記環状フラン
ジは前記端部キャップから軸方向に離れた方向を向く外側面を有し、前記外側面がフィル
ターヘッドの外側部分との係合に曝される。
５．　第５の態様のフィルターエレメントは、上記第３の態様において、前記緩衝域の断
面積は前記変形状態より前記弛緩状態の方が大きい。
６．　第６の態様のフィルターエレメントは、上記第４の態様において、前記環状フラン
ジの前記外側面は、前記変形状態における環状フランジの外側面の曲率半径よりも大きい
前記弛緩状態における曲率半径を有する。
７．　第７の態様のフィルターエレメントは、上記第４の態様において、前記環状フラン
ジ及び前記支持部材は単体のグロメットとして一体的に成形され、前記グロメットは前記
端部キャップの別の流れ口に取り付けられる。
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８．　第８の態様のフィルターエレメントは、上記第７の態様において、前記支持部材は
中心軸を取り囲む略環状壁を含み、前記環状フランジは前記環状壁と同軸であり、前記環
状壁から前記端部キャップの前記外部面に向かって軸方向に延在する。
９．　第９の態様のフィルターエレメントは、上記第８の態様において、前記環状フラン
ジは前記環状壁から半径方向外側に延在する。
１０．　第１０の態様のフィルターエレメントは、上記第９の態様において、前記環状壁
は中央流路を形成する。
１１．　第１１の態様のフィルターエレメントは、上記第１０の態様において、前記環状
壁は半径方向外表面及び内表面を含み、前記環状フランジは前記外表面から半径方向に延
在し、前記内表面は前記中央流路を仕切り、前記環状壁は半径方向で前記外表面と前記内
表面との間に配置される少なくとも１つのオフセット流路を更に形成する。
１２．　第１２の態様のフィルターエレメントは、上記第２の態様において、前記環状フ
ランジの終端縁は前記端部キャップの前記外部面と係合する。
１３．　第１３の態様のフィルターエレメントは、上記第２の態様において、前記バルブ
部材は前記端部キャップと異なる材料で形成されている。
１４．　第１４の態様のフィルターアセンブリは、
　清浄流体口及び汚濁流体口と、バルブアクチュエータとを有するフィルター基部と；
　前記フィルター基部に取り外し可能に取り付けられたフィルターであって：
　　汚濁流体流入口及び清浄流体流出口を形成するカバーであって、前記フィルターが前
記フィルター基部に取り付けられたときに、前記汚濁流体流入口は前記汚濁流体口に流体
的に連通し、前記清浄流体流出口は前記清浄流体口に流体的に連通するカバーと；
　　前記カバーに結合された管環状のフィルター媒体と；
　　前記カバーに結合されたバルブ部材であって、前記フィルターが前記フィルター基部
から取り外されたときに、前記バルブ部材が前記清浄流体流出口を跨いで延在することに
よって、前記清浄流体流出口を塞ぐ弛緩状態と、前記フィルターが前記フィルター基部に
取り付けられたときに、前記バルブ部材が前記清浄流体流出口を解放する変形状態とを有
し、前記バルブアクチュエータは、前記フィルターが前記フィルター基部に取り付けられ
たときに、前記バルブ部材を前記変形状態に変形させる、バルブ部材と；を有するフィル
ターとを備える。
１５．　第１５の態様のフィルターアセンブリは、上記第１４の態様において、前記バル
ブ部材は、前記弛緩状態で前記流体流出口を閉じ前記変形状態で前記流体流出口を開く環
状フランジを含み、前記環状フランジは、前記カバーから軸方向に離れて前記フィルター
基部に向かって対面する外側面を有し、前記バルブアクチュエータは、前記フィルターが
前記フィルター基部に取り付けられたときに、前記環状フランジの前記外側面に係合して
前記環状フランジを変形する。
１６．　第１６の態様のフィルターアセンブリは、上記第１５の態様において、前記フィ
ルターは支持部材を更に含み、前記環状フランジは前記支持部材と前記カバーの外部面と
の間に延在し、前記カバーの前記外部面と、前記環状フランジと、前記支持部材との間に
空間を形成する。
１７．　第１７の態様のフィルターアセンブリは、上記第１６の態様において、前記バル
ブアクチュエータは前記汚濁流体流入口を実質的に取り囲むハブであり、前記ハブの軸端
は、前記フィルターが前記フィルター基部に取り付けられる際に、前記環状フランジの前
記外側面と係合する。
１８．　第１８の態様のフィルターアセンブリは、上記第１７の態様において、前記バル
ブ部材と前記バルブアクチュエータとの係合は、前記汚濁流体口から前記清浄流体口を隔
てる密封をもたらす。
１９．　第１９の態様のフィルターアセンブリは、上記第１６の態様において、前記支持
部材及び前記環状フランジはグロメットとして単体構造に一体成形され、前記グロメット
は前記カバーの中央開口に密封状に取り付けられ、前記支持部材は中心軸を取り囲む略環
状壁を含み、前記環状フランジは、前記環状壁と同軸であり、前記環状壁から半径方向外
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側に延在し、前記環状壁から前記カバーに向かって軸方向に延在する。
２０．　第２０の態様のフィルターアセンブリは、上記第１６の態様において、前記カバ
ーは前記管環状のフィルター媒体の一端に密封状に接合された端部キャップの形状であり
、前記フィルターは前記フィルター媒体を収納する内部空間を形成するハウジングを更に
含む。
２１．　第２１の態様のグロメットは、フィルターエレメントのカバーの流体口を密封す
る変形可能なグロメットであって：
　同軸の内表面及び外表面を有する環状支持体と；
　前記外表面から半径方向に延在し、前記内表面及び外表面と同軸である変形可能な環状
フランジであって、前記環状フランジ及び前記支持体は両者間に環状の流体路を形成し、
前記環状フランジは前記外表面に向かって半径方向に変形可能である、環状フランジと；
　前記環状体の半径方向上の前記内表面と外表面との間に形成された少なくとも１つの入
口とを備える。
２２．　第２２の態様のフィルターをフィルター基部に取り付ける方法は、
　前記フィルターに事前注入をするステップであって：　
　　前記フィルターエレメントの汚濁流体口に、呼び流体を注ぎ込むステップと；
　　前記呼び流体を注ぎ込むステップと同時に、前記呼び流体が前記フィルターエレメン
トの清浄流体口を通過するのを防止するステップとを有するフィルターに事前注入をする
ステップと；
　前記フィルター基部に前記フィルターを取り付けるステップであって：
　　前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと；
　　前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと同時に、前記清浄流体流
路を開くステップとを有する前記フィルター基部に前記フィルターを接続するステップと
を備える。
２３．　第２３の態様のフィルターをフィルター基部に取り付ける方法は、上記第２２の
態様において、前記呼び流体が前記フィルターエレメントの清浄流体口を通過するのを防
止するステップは、バルブ部材で前記清浄流体口を閉じるステップを含み、前記清浄流体
流路を開くステップは、フィルター基部のバルブアクチュエータによって前記バルブ部材
を変形するステップを含む。
【符号の説明】
【００５９】
１００　フィルターアセンブリ
１０２　フィルター基部
１０４　フィルター
１０８　汚濁流体取入口
１１０　清浄流体口
１１４　ハウジング
１１６　内部空間
１１８　フィルターエレメント
１２０　フィルター媒体
１２４　上端部キャップ
１２５　内面
１２６　上端部
１２８　底端部
１３０　底端部キャップ
１５４　清浄流体流出口
１６０　グロメット
１６２　環状フランジ
１６４　外表面
１６６　支持壁
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１７０　遠位端
１７１　緩衝ギャップ
１７２　内表面
１７４　中央流路
１８０　流体路
１８２　延長部
１８６　バルブアクチュエータ
１８８　外側面

　

【図１】 【図２】

【図３】
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